
原⼦番号 １ ２ ３ ４ ５

元素の名称 ⽔素 ヘリウム リチウム ベリリウム ホウ素

元素記号 H He Li Be B



原⼦番号 ６ ７ ８ ９ 10

元素の名称 炭素 窒素 酸素 フッ素 ネオン

元素記号 C N O F Ne



原⼦番号 11 12 13 14 15

元素の名称 ナトリウム マグネ
シウム

アルミ
ニウム ケイ素 リン

元素記号 Na Mg Al Si P



原⼦番号 16 17 18 19 20

元素の名称 硫⻩ 塩素 アルゴン カリウム カルシウム

元素記号 S Cl Ar K Ca
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塩 酸 …

塩化銅 …

⽔酸化ナトリウム …

塩化ナトリウム …

HCl

CuCl

NaOH

NaCl

2



硫 酸 …

硫酸銅 …

酢 酸（⾼校） … CH��COOH

CuSO

H��SO2 4

4

3





ノートP57に貼る

～　結　果　～

色をぬろ
う！

このスペースに
書く 
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硝酸銅⽔溶液

塩化銅⽔溶液



原⼦核

電⼦

陽⼦

中性⼦



K殻
L殻
M殻

電⼦殻
電⼦がまわる軌道（通り道）



２コ

８コ

18コ

数がピッタリになった安定する

（８コでも安定）



11

11 11

２ ８ １

電⼦を１つ放出してNa になる+

Na+



電⼦を１つ放出してK になる+

19

19 19

２ ８ ９

K+



17

17 17

２ ８ ７

電⼦を１つもらってCl になる−

Cl−



８

８ ８

２ ６ ０

電⼦を1つもらってO になる２−

O２−



８
１
９

８
１

９
２ ７ ０
電⼦を1つもらってＯH になる−

ＯＨ−



原子核

【　Cu　】

原子番号：

陽子の数：　　　　電子の数：

K殻：　　　L殻：　　　M殻：

29

29 29

2 8 18 N殻：１？



原子核

【　Cu　】

原子番号：

陽子の数：　　　　電子の数：

K殻：　　　L殻：　　　M殻：

29

29 29

2 8 18 N殻：１？

電⼦を２コ放出してCu� になる２＋





CuCl （塩化銅）を⽔に溶かす２

↓
Cu��（銅イオン）と
Cl （塩化物イオン）に電離する

２＋

−



陰極 陽極

電源スイッチON！

↓

電⼦の流れは−から＋なので
陰極に電⼦がたまる



陰極 陽極

Cu が陰極から
電⼦をもらって銅になる

↓
陰極から銅が析出

２＋



陰極

Cl が陽極に電⼦をあげて
Clになる

↓
さらにCl となって陽極から

塩素が発⽣

−

2

Cl２
Cl２

Cl２



塩酸を次のような装置に入れて、電流を流しました。



ポイント

２. 塩酸の化学式
３．塩酸がどのように電離するか

１. 電⼦の流れる向き

４．陽極・陰極から
 ���それぞれ発⽣する気体







硝酸銀⽔溶液に銅線を⼊れる
↓

銅線に銀（Ag）がつく
↓

⽔溶液が⻘⾊に変化
銅（Cu）が溶けだしている



銅（Cu）をいれる

↓

電離式：AgNO� → Ag ＋ NO� ３ ３＋ −

硝酸銀（AgNO��）が
銀イオン（Ag��）と硝酸イオン

（NO��）に電離する

3
＋

−
３



Ag��+ e → Ag ＋ −

モコモコ

（電⼦）

銀イオン（Ag��）が銅（Cu）から
電⼦をもらって銀（Ag）になる

＋



Cu�→ Cu� ＋ ２e−

銅（Cu）が電⼦を失って
銅イオン（Cu� �）となり

⽔溶液中に溶けだす

⽔溶液が⻘みをおびる

（電⼦）

↓

２＋

２＋



ポイント

⽔溶液にとける�＝�イオンになる
↓

電⼦をあげて
陽イオンになる

銅�のほうが�銀�よりイオンになりやすい



① ②

③ ④

⑤ ⑥

Mg

Zn

Cu

（マグネシウム）

（亜鉛）

（銅）

（マグネシウムイオン）（亜鉛イオン）（銅イオン）



① ②

③ ④

⑤ ⑥

Mg

Zn

Cu

（マグネシウム）

（亜鉛）

（銅）

（マグネシウムイオン）（亜鉛イオン）（銅イオン）



Mgと   を⽐べている
①について

灰⾊の固体が現れた
亜鉛（Zn）

が電⼦をもらってZnに

Mg（マグネシウム）から



Mgと   を⽐べている
②について

⾚⾊の固体が現れた
→  ����が電⼦をもらってCuに

Mg（マグネシウム）から

⽔溶液の⾊が⻘⾊になった



Znと   を⽐べている
③について

変化なし



Znと   を⽐べている
④について

⾚⾊の固体が現れた
→  ����が電⼦をもらってCuに

Zn（亜鉛）から

⽔溶液の⾊が⻘⾊になった



Cuと   を⽐べている
⑤について

変化なし



Cuと   を⽐べている
⑥について

変化なし



Mgが   に
電⼦を２つあげる

になって
⽔溶液中にとける

+Mg＞Zn

⽔溶液中の

Mgから電⼦を
２つもらう

↓

↓

２e−+ →�Zn

↓

↓

Mg→ ２e−



Mgが   に
電⼦を２つあげる

になって
⽔溶液中にとける

+Mg＞Cu

⽔溶液中の

Mgから電⼦を
２つもらう

↓

↓

２e−+ →�Cu

↓

↓

Mg→ ２e−



⽔溶液中の

２e−+

Znが   に
電⼦を２つあげる

+Zn＞Cu

になって
⽔溶液中にとける

Znから電⼦を
２つもらう

↓

↓

→�Cu

↓

↓

Zn→ ２e−



イオン化傾向： イオンへのなりやすさ
(�電⼦を渡して陽イオンになる�)





なんと曲がる亜鉛鉄道。銀





ZnSO� →   +

CuSO� →   +

①
硫酸亜鉛⽔溶液

硫酸銅⽔溶液

に電離する

４

４

Zn Cu

硫酸亜鉛⽔溶液 硫酸銅⽔溶液



② イオン化傾向

Zn Cu

（イオンのなりやすさ）
Zn＞Cu

Znがイオンになる＝溶ける
↓

電⼦を残して陽イオンになって
⽔溶液中へ出ていく



③

電⼦がZn板からCu板に移動

↓

電⼦が流れたので電球つく
Zn Cu



⽔溶液中の   がCu板から
電⼦をもらってCuになる

④

Cu板に電⼦がたまる

↓

Zn Cu



Zn板：−極
Cu板：＋極

⑤

電⼦はZn板からCu板へ
動いているので

↓

Zn Cu
−極 ＋極

になる



⑥

反応が進むと…

Zn Cu
−極 ＋極

−極側�→ 陽イオンがふえ続ける
Zn板の質量が減る

（Zn板がボロボロになる）

＋極側�→ 陰イオンがふえ続ける
Cu板の質量がふえる










